
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

「東アジア的同時性」の視座 : 1930年代モダニズム
文学・文化に関する研究ノート

波潟, 剛
九州大学大学院比較社会文化研究院 : 准教授

https://doi.org/10.15017/1525856

出版情報：九大日文. 24, pp.33-48, 2014-10-01. 九州大学日本語文学会
バージョン：
権利関係：



１
．
は
じ
め
に

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
「
世
界
的
同
時
性
」
は
す
で
に
言
い
古
さ
れ
た
観
の
あ

る
、
い
わ
ば
常
識
で
あ
る
。
私
自
身
が
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
興
味
を
抱

き
研
究
書
や
論
文
を
参
照
し
て
い
た
一
九
八
〇
、
九
〇
年
代
で
も
、
ア
メ

リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
新
文
化
が
映
画
や
雑
誌
、
書
物
、
あ
る
い
は
百

貨
店
等
に
並
ぶ
商
品
を
通
し
て
紹
介
さ
れ
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
「
洋
式
」

に
変
わ
っ
て
ゆ
く
、
「
日
本
」
と
「
欧
米
」
と
の
同
時
性
が
記
述
さ
れ
て

い
た
。
も
ち
ろ
ん
私
も
そ
う
し
た
図
式
を
受
け
入
れ
て
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
た
の
だ
が
、
月
日
が
経
過
す
る
に
つ
れ
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
世
界
的
同

時
性
と
い
う
と
き
の
「
世
界
」
と
は
何
を
指
す
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
端
的
に
い
え
ば
、
「
世
界
的
同
時
性
」
な
ら
ぬ
、
「
東

ア
ジ
ア
的
同
時
性
」
と
い
う
枠
組
み
で
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
は
可
能
な
の
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

こ
の
疑
問
に
つ
い
て
は
、『
越
境
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、

二
〇
〇
五
年
）
以
降
、
私
自
身
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
し
、
ポ
ス
ト
コ

ロ
ニ
ア
ル
理
論
の
導
入
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
日
本
の
人
文
科

学
研
究
全
般
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
な
の
で
、
い
ま
さ
ら
熱
く
語
り
出
し

「
東
ア
ジ
ア
的
同
時
性
」
の
視
座

―
１
９
３
０
年
代
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
・
文
化
に
関
す
る
研
究
ノ
ー
ト

―

波

潟

剛

N
A
M
IG
A
T
A

T
suyoshi

て
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
気
も
す
る
。
だ
が
、
二
〇
一
一
年
九
月
か
ら
一

年
間
韓
国
に
滞
在
す
る
機
会
を
得
て
、
韓
国
国
内
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム

研
究
の
状
況
を
把
握
す
る
に
つ
れ
、
歴
史
的
現
象
と
し
て
の
「
同
時
性
」

ば
か
り
で
な
く
、
研
究
者
間
に
お
け
る
関
心
の
共
有
と
い
う
意
味
で
、
現

在
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
研
究
の
「
同
時
性
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
必

要
や
可
能
性
が
あ
る
と
感
じ
た
。
本
稿
は
こ
う
し
た
点
を
ふ
ま
え
て
、
い

く
つ
か
の
事
例
紹
介
を
行
い
、
今
後
の
研
究
議
題
に
つ
い
て
の
指
摘
を
試

み
た
い
と
思
う
。

本
格
的
に
議
論
を
始
め
る
前
に
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
以
下
の
川
端

康
成
と
金
起
林
の
ケ
ー
ス
が
良
い
か
も
知
れ
な
い
。

川
端
康
成
『
浅
草
紅
団
』
は
、
一
九
二
九
年
一
二
月
か
ら
一
九
三
〇
年

二
月
ま
で
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
後
、
『
新
潮
』
、
『
改
造
』

に
も
一
部
掲
載
さ
れ
、
一
九
三
〇
年
一
二
月
に
先
進
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

「
エ
ロ
チ
シ
ズ
ム
と
、
ナ
ン
セ
ン
ス
と
、
ス
ピ
イ
ド
と
、
時
事
漫
画
風
な

ユ
ウ
モ
ア
と
、
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
と
、
女
の
足
と

―
」（
四
一
頁
）
「
モ

ダ
ン
」
そ
し
て
、
「
エ
ロ
・
グ
ロ
・
ナ
ン
セ
ン
ス
」
が
流
行
語
と
な
っ
た

ま
さ
に
こ
の
年
に
、
モ
ダ
ン
文
化
特
有
の
軽
妙
さ
が
、
浅
草
を
め
ぐ
る
人

物
を
通
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
同
じ
時
期
、
韓
国
、
当
時
の
「
朝

鮮
」に
お
い
て
も
次
の
よ
う
な
モ
ダ
ン
文
化
に
関
す
る
言
及
が
見
ら
れ
る
。

私
た
ち
は
新
聞
を
通
じ
て
の
み
急
激
な
ス
ピ
ー
ド
、
末
梢
神
経
、
色

彩
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
マ
ネ
キ
ン
、
ス
ト
リ
ー
ト
ガ
ー
ル
、
モ

ボ
の
幅
広
の
ズ
ボ
ン
、
モ
ガ
の
肉
感
的
な
足
、
ジ
ャ
ズ
、
レ
ビ
ュ
ー
、

こ
れ
ら
が
交
錯
す
る
濁
流
に
、
極
め
て
鮮
明
な
現
代
生
活
の
雰
囲
気



に
参
加
で
き
る
。

（
金
起
林
「
新
聞
記
者
と
し
て
の
最
初
の
印
象
」『
鉄
筆
』
一
九
三
〇
年
七
月
、
青

柳
優
子
編
訳
著
『
朝
鮮
文
学
の
知
性

金
起
林
』
新
幹
社
、
二
〇
〇
九
年
、
八
八

頁
）

こ
の
文
章
に
お
い
て
、
川
端
康
成
と
同
様
、「
ス
ピ
ー
ド
」
や
「
モ
ボ
」

「
モ
ガ
」
「
ジ
ャ
ズ
」
「
レ
ヴ
ュ
ー
」
に
対
す
る
関
心
が
み
ら
れ
る
の
は
、

あ
る
意
味
で
は
当
然
と
も
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
文
章
を
執
筆
し
た
金

起
林
は
一
九
三
〇
年
に
東
京
か
ら
ソ
ウ
ル
、
当
時
の
京
城
に
戻
っ
て
き
た

ば
か
り
だ
っ
た
。
東
京
に
お
け
る
モ
ダ
ン
の
空
気
を
十
分
に
味
わ
っ
て
、

そ
こ
で
の
経
験
を
踏
ま
え
な
が
ら
朝
鮮
日
報
社
の
文
芸
記
者
と
し
て
の
生

活
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
川
端
康
成
と
同
じ
よ
う
な
視
線
で
モ
ダ

ン
の
都
市
文
化
を
描
く
こ
と
は
不
自
然
な
話
で
は
な
い
。

金
起
林
は
「
朝
鮮
」
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ス
ト
の
一
人
で
あ
り
、
一
九
三

三
年
に
結
成
さ
れ
た
「
九
人
会
」
の
一
員
で
あ
る
。
入
れ
替
わ
り
も
あ
っ

て
総
勢
一
三
人
が
そ
の
名
を
連
ね
た
モ
ダ
ニ
ス
ト
集
団
の
な
か
で
（
李
孝

石
、
李
鐘
鳴
、
金
幽
影
、
柳
到
真
、
趙
容
萬
、
李
泰
俊
、
鄭
芝
溶
、
李
無
影
、
朴
泰
遠
、

李
箱
、
朴
八
陽
、
金
裕
貞
、
金
煥
泰
）
、
金
起
林
（
一
九
二
五
―
一
九
二
九
、
名
教
中
・

日
本
大
学
、
後
に
再
度
渡
日
一
九
三
六
―
一
九
三
九

東
北
帝
国
大
学
英
文
科
）
、
鄭
芝

溶(

一
九
二
三
―
一
九
二
九
、
同
志
社
大
学
予
科
・
英
文
科)

、
朴
泰
遠
（
一
九
二
九
―

一
九
三
一
、
法
政
大
学
予
科
・
本
科
）
の
三
人
は
「
内
地
」
留
学
組
で
あ
っ
た

。
(1)

こ
の
よ
う
な
点
を
確
認
す
る
と
き
、
昭
和
初
期
の
モ
ダ
ン
文
化
は
日
本

ば
か
り
で
な
く
、
「
朝
鮮
」
の
文
学
者
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持

ち
得
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
重
要
性
が
認
識
さ
れ
る
。
帝
都
の
華
や

か
な
文
化
を
東
京
で
体
験
す
る
者
、
あ
る
い
は
帝
国
の
文
化
圏
で
あ
っ
た

京
城
で
体
験
す
る
者
。
高
級
文
化
と
し
て
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
か
ら
、
風
俗
文

化
の
エ
ロ
・
グ
ロ
・
ナ
ン
セ
ン
ス
に
至
る
ま
で
、
各
々
の
文
学
者
は
ど
の

よ
う
に
接
し
た
の
か
。
従
来
の
各
国
文
学
的
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
横
断
的
な
文
学
史
の
記
述
を
試
み
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

２
．
同
時
代
文
化
と
し
て
の
昭
和
モ
ダ
ン

―
「
朝
鮮
」
に
お
け
る
受
容

の
様
相

―

「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
は
、
ふ
つ
う
一
八
九
〇
年
か
ら
一
九
四
五
年
の
間
に

支
配
的
と
な
り
、
特
に
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
も
っ
と
も

生
産
的
で
革
新
的
な
時
期
を
経
験
し
た
芸
術
や
文
学
上
の
運
動
と
し
て
定

義
さ
れ
て
い
る
（
『
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
現
代
文
学
・
文
化
批
評
用
語
辞
典
』
松
柏
社
、

一
九
九
八
年
、
二
七
一
頁
）
。
日
本
の
場
合
に
は
、
「
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
」
と
い

う
用
語
か
ら
一
般
化
す
る
よ
う
に
な
り
、
北
沢
秀
一
「
モ
ダ
ー
ン
・
ガ
ー

ル
」（
『
女
性
』
一
九
二
四
年
八
月
）
を
契
機
に
「
モ
ダ
ン
」
が
新
た
な
文
化
現

象
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
の
後
半
か
ら
一
九
三
〇
年
前

後
に
か
け
て
は
、
「
近
代
生
活
座
談
会
」（
『
文
芸
春
秋
』
一
九
二
八
年
一
月
）
、

「
モ
ダ
ン
生
活
漫
談
会
」（『
新
潮
』
一
九
二
八
年
一
月
）
と
い
っ
た
座
談
会
や
、

内
田
魯
庵
「
モ
ダ
ー
ン
を
語
る
」（
『
中
央
公
論
』
一
九
二
八
年
一
一
月
）
、
大
宅

壮
一
「
モ
ダ
ン
層
と
モ
ダ
ン
相
」（
『
中
央
公
論
』
一
九
二
九
年
二
月
）
、
瀬
沼

茂
樹
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
其
の
諸
相
」（
『
一
橋
文
芸
』
一
九
二
九
年
五
月
）
、
特

集
「
モ
ダ
ン
・
日
本
の
近
景
」（
『
中
央
公
論
』
一
九
二
九
年
一
〇
月
）
、
平
林
初



之
輔
「
昭
和
四
年
の
文
壇
の
概
観

八
、
モ
ダ
ー
ニ
ズ
ム
全
盛
」（
『
新
潮
』

一
九
二
九
年
一
二
月
）
、
ア
ン
ケ
ー
ト
「
１
・
謳
歌
す
べ
き
モ
ダ
ン
諸
相
、
２
・

排
撃
す
べ
き
モ
ダ
ン
諸
相
」（
『
モ
ダ
ン
日
本
』
一
九
三
〇
年
一
〇
月
）
、
龍
胆
寺

雄
「
モ
ダ
ー
ニ
ズ
ム
文
学
論
」（
『
新
文
学
研
究
第
二
編
』
一
九
三
一
年
六
月
）
と

い
っ
た
評
論
や
特
集
記
事
が
目
に
つ
く
。

当
植
民
地
統
治
下
の
「
朝
鮮
」
に
お
い
て
、
こ
う
し
て
取
り
ざ
た
さ
れ

て
い
た
「
昭
和
モ
ダ
ン
」
の
文
化
は
、
「
内
地
」
ば
か
り
で
は
な
く
、
朝

鮮
総
督
府
や
京
城
帝
国
大
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
も
受
容
可
能
だ

っ
た
。
た
と
え
ば
、
李
箱
は
「
朝
鮮
語
」
の
小
説
「
一
二
月
一
二
日
」（『
朝

鮮
』
一
九
三
〇
年
二
月
～
一
二
月
）
で
創
作
活
動
を
開
始
し
た
と
い
わ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
後
の
『
朝
鮮
と
建
築
』
誌
に
お
け
る
日
本
語
詩
の
発
表
や
表

紙
図
案
掲
載
（
一
九
三
〇
年
一
月
～
一
二
月
）
に
あ
た
っ
て
は
、
一
九
二
九
年

に
朝
鮮
総
督
府
内
務
局
建
築
課
、
そ
し
て
会
計
課
で
勤
務
し
た
こ
と
が
重

要
な
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
朝
鮮
建
築
学
会
の
機
関
誌
に
創
作
の
場
を
求

め
る
よ
う
な
姿
は
、
発
表
媒
体
の
限
ら
れ
て
い
た
当
時
の
京
城
で
は
珍
し

い
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
李
箱
か
ら
す
れ
ば
二
重
言
語
創
作
の
場
と
し

て
機
能
し
た

。
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
日
本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
か
ら

(2)

の
影
響
も
、
こ
う
し
た
職
場
環
境
と
そ
こ
で
働
く
日
本
人
と
の
関
係
が
作

用
し
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
い
ま
と
な
っ
て
は

日
本
、
韓
国
の
文
学
史
か
ら
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
人
々
が
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た
可
能
性
が
あ
る

。
(3)

ま
た
、
李
孝
石
や
趙
容
萬
の
場
合
も
彼
ら
が
京
城
帝
国
大
学
に
在
籍
し
、

そ
こ
で
日
本
語
・
「
朝
鮮
語
」
双
方
の
文
芸
誌
に
執
筆
し
、
や
は
り
二
重

言
語
創
作
を
行
っ
て
い
た
点
は
あ
ら
た
め
て
考
慮
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

「
죤
・
미
링
톤
・
씽
그
의
劇
研
究
（
ジ
ョ
ン
・
ミ
リ
ン
ト
ン
・
シ
ン
グ
の
劇
研
究
）
」

（
『
大
衆
公
論
』
一
九
三
〇
年
三
月
抄
録
）
を
京
城
帝
国
大
学
の
卒
業
論
文
と
し

て
提
出
し
た
李
孝
石
も
、
「
何
だ
と
？
都
会
に
？
／
馬
鹿
は
言
は
な
い
で

呉
れ
／
都
会
に
帰
ら
う
な
ん
て
／
あ
の
科
学
く
さ
い
匂
を
又
嗅
が
せ
よ
う

と
い
ふ
の
か
」（
李
孝
石
「
冬
の
森
」『
清
涼
』
三
号
、
京
城
帝
国
大
学
予
科
学
友
会
、

一
九
二
六
年
三
月
、
一
六
六
頁
）
と
、
予
科
時
代
か
ら
日
本
語
で
創
作
を
行
い
、

後
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
展
開
を
感
じ
さ
せ
る
文
章
を
残
し
て
い
る
し
、

趙
容
萬
に
も
、
「
開
け
放
た
れ
た
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
窓
か
ら
漏
れ
る
華

や
か
な
光
に
照
ら
さ
れ
な
が
ら
、
傍
目
も
振
ら
ず
大
股
に
歩
く
、
造
り
立

て
の
モ
ダ
ン
・
ボ
ー
イ
は
今
夜
の
楽
し
み
に
急
ぐ
の
だ
ら
う
。
五
月
は
恋

の
シ
ム
ボ
ル
で
あ
る
。
」（
趙
容
萬
「U

N
E
V
IE

」
『
清
涼
』
六
号
、
一
九
二
八
年
一

二
月
、
『
近
代
朝
鮮
文
学
日
本
語
作
品
集

創
作
篇
２
』
緑
陰
書
房
、
二
〇
〇
四
年
、
二

六
一
頁
）
と
い
っ
た
表
現
で
始
ま
る
小
説
が
み
ら
れ
る
。

韓
国
の
人
文
・
社
会
科
学
分
野
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り

一
九
二
〇
～
一
九
三
〇
年
代
の
植
民
地
都
市
ソ
ウ
ル
の
モ
ダ
ン
文
化
に
対

す
る
関
心
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
一
端
は
金
振
松
『
ソ
ウ
ル
に

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
』（
川
村
湊
監
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
五
年
、
原
著
一

九
九
九
年
）
、
申
明
直
『
幻
想
と
絶
望
』（
岸
井
紀
子
・
古
田
富
建
訳
、
東
洋
経
済

社
、
二
〇
〇
五
年
、
原
著
二
〇
〇
三
年
）
で
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
は
い

え
韓
国
国
内
で
発
表
さ
れ
る
論
文
と
研
究
書
は
か
な
り
の
量
に
及
び
、
社

会
学
、
歴
史
学
を
中
心
に
し
て
、
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
、
カ
フ
ェ
、
遊
興
施
設
、

交
通
、
通
信
、
百
貨
店
、
博
覧
会
、
建
築
、
広
告
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
風

刺
漫
画
、
音
楽
、
映
画
、
演
劇
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
、
読
書
習
慣
、
総
合

雑
誌
、
検
閲
等
々
と
、
当
時
の
日
常
文
化
・
大
衆
文
化
・
風
俗
文
化
の
様



子
が
一
次
資
料
の
提
示
と
と
も
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
（
参
考
編

一
）
。近

年
の
韓
国
に
お
け
る
モ
ダ
ン
文
化
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
き
て
い
る

の
は
、
消
費
文
化
、
大
衆
文
化
、
風
俗
文
化
と
し
て
の
モ
ダ
ン
が
一
九
三

〇
年
代
の
ソ
ウ
ル
（
京
城
）
で
最
盛
期
を
迎
え
、
昭
和
モ
ダ
ン
の
代
名
詞

で
あ
る
「
エ
ロ
・
グ
ロ
・
ナ
ン
セ
ン
ス
」
も
新
聞
、
雑
誌
で
紹
介
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。
実
際
当
時
の
新
聞
や
雑
誌
を
調
べ
て
い
く
と
、

『
朝
鮮
日
報
』
で
は
、
「
尖
端
的
流
行
語
」（
「
에
로
（
エ
ロ
）
」
一
九
三
一
年
一

月
二
日
、「
그
로
（
グ
ロ
）
」・
「
넌
센
스
（
ナ
ン
セ
ン
ス
）
」
一
月
四
日
）
、『
東
亜
日
報
』

で
は
「
新
語
解
説
」（
「
그
로
（
グ
ロ
）
」
一
九
三
一
年
二
月
九
日
、
「
에
로
（
エ
ロ
）
」

三
月
一
六
日
、
「
넌
센
스
（
ナ
ン
セ
ン
ス
）
」
四
月
六
日
）
、
雑
誌
『
新
東
亜
』
で
は

「
모
던
語
点
考
（
モ
ダ
ン
語
点
考
）
」（
「
에
로
（
エ
ロ
）」
一
九
三
二
年
二
月
号
、
「
넌

센
스
（
ナ
ン
セ
ン
ス
）
」
四
月
号
、
「
그
로
테
스
크
（
グ
ロ
テ
ス
ク
）
」
三
三
年
一
月
号
）

と
用
語
に
お
け
る
同
時
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
ち
ろ
ん
用
語
ば
か
り
で
な
く
、
風
俗
現
象
と
し
て
も
流
入
し
、
『
別

乾
坤
』
な
ど
で
「
内
地
」
同
様
の
「
エ
ロ
・
グ
ロ
」
記
事
が
散
見
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
ま
さ
に
そ
の
時
期
、
金
東
仁
が
小
説
「
狂
炎
소
나
타
（
狂

炎
ソ
ナ
タ
）
」（
『
中
外
新
聞
』
一
九
三
〇
年
一
月
）
を
連
載
す
る
。
「
こ
の
作
品
は

屍
姦
や
屍
好
サ
デ
ィ
ズ
ム
な
ど
の
衝
撃
的
な
題
材
を
扱
い
、
芸
術
の
た
め

な
ら
殺
人
も
許
さ
れ
る
と
い
う
極
端
な
芸
術
至
上
主
義
を
標
榜
し
て
注
目

を
集
め
た
。
こ
う
し
た
特
異
な
性
的
な
症
例
を
、
金
東
仁
は
、
当
時
日
本

で
出
版
さ
れ
て
い
た
『
変
態
性
欲
心
理
』
と
い
う
本
か
ら
取
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
」（
波
田
野
節
子
訳
『
朝
鮮
近
代
文
学
選
集
５

金
東
仁
作
品
集
』
平
凡
社
、
二

〇
一
一
年
、
四
二
〇
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
文
化
の
同
時
性
と
い
う
点
で
は

「
変
態
心
理
」
「
変
態
性
欲
」
に
つ
い
て
も
注
目
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
さ
ら
に
は
、
同
時
代
の
現
象
を
「
科
学
」
的
に
把
握
し
よ
う
と
す

る
動
き
に
は
雑
誌
『
怪
奇
』
の
例
も
み
ら
れ
、
表
紙
で
は
次
の
よ
う
に
標

榜
し
て
い
る
。

「
朝
鮮
을
中
心
으
로
하
는
（
「
朝
鮮
を
中
心
と
す
る
」:

引
用
者
注
）
／

哲
学

宗
教
学

神
話
学
／
神
学

心
理
学

倫
理
学
／
心
霊
学

医
学

性
慾
学
／
天
文
学

地
理
学

生
物
学
／
人
類
学

民
俗

学

言
語
学
／
社
会
学

経
済
学

考
古
学
／
史
学

年
代
学

泉

貨
学
／
文
字
学

図
書
学
／
金
石
学

／
文
学

美
術

音
楽
／
第

一
切
文
化
科
学
의
通
俗
趣
味
雑
誌
」

（
崔
南
善
編
集
『
怪
奇
』
一
号
、
一
九
二
九
年
五
月
、
弘
文
社
、
内
表
紙
）

こ
の
よ
う
に
し
て
、
現
象
の
次
元
に
お
い
て
も
「
内
地
」
と
同
様
、
猟

奇
的
な
事
件
を
指
す
場
合
や
、
「
グ
ロ
テ
ス
ク
」
な
も
の
と
し
て
受
け
入

れ
ら
れ
る
も
の
が
巷
を
賑
わ
し
、
そ
れ
ら
の
現
象
を
科
学
的
、
擬
似
科
学

的
に
解
明
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
に
お
い

て
「
昭
和
モ
ダ
ン
」
の
文
化
が
同
時
代
的
に
受
容
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

。
(4)

３
．
帝
国
主
義
と
モ
ダ
ン
の
文
化
力
学

「
昭
和
モ
ダ
ン
」
に
つ
い
て
「
内
地
」
と
「
外
地
」
の
同
時
性
に
注
目

す
る
と
き
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
発
見
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
一
方
で
、
無
論

モ
ダ
ニ
ズ
ム
、
モ
ダ
ン
文
化
の
受
容
に
関
す
る
差
異
も
生
じ
て
い
る
。
そ



の
一
例
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
と
文
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

日
本
で
は
一
九
三
〇
年
を
境
に
「
ス
ポ
ー
ツ
小
説
」
と
い
う
サ
ブ
ジ
ャ
ン

ル
が
定
着
し
た
。
阿
部
知
二
が
「
日
独
対
抗
競
技
」
と
い
う
短
篇
小
説
を

雑
誌
『
新
潮
』
に
発
表
し
、
そ
の
後
次
々
と
ス
ポ
ー
ツ
を
題
材
と
し
た
小

説
を
手
が
け
注
目
を
集
め
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た

一
九
三
六
年
に
は
ス
ポ
ー
ツ
誌
『
ア
サ
ヒ
・
ス
ポ
ー
ツ
』
に
「
ス
ポ
ー
ツ

小
説
」
欄
が
設
置
さ
れ
た
り
も
し
て
い
る
。
当
時
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
つ

い
て
振
り
返
る
な
ら
ば
、
一
九
二
八
年
に
大
連
競
技
場
で
日
本
と
フ
ラ
ン

ス
の
国
際
対
抗
陸
上
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
、
日
本
初
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
実
現
し
て
い
る
。
こ
の
大
会
を
成
功
さ
せ
た
岡
部
平
太
が
、
翌
年

の
一
九
二
九
年
に
日
独
支
対
抗
陸
上
競
技
を
開
催
し
、
こ
の
大
会
が
阿
部

の
小
説
「
日
独
対
抗
競
技
」
の
素
材
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
日
本
に
お
い

て
ス
ポ
ー
ツ
が
国
際
的
舞
台
に
登
場
す
る
段
階
に
至
り
文
学
に
お
け
る
新

た
な
題
材
を
提
供
し
て
い
た
の
で
あ
る

。
(5)

欧
米
発
信
の
モ
ダ
ン
文
化
を
伝
播
・
受
容
す
る
に
あ
た
っ
て
世
界
的
同

時
性
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
「
朝
鮮
」
に
お
い
て
、
日
本
と
同
様
の

国
際
試
合
や
ス
ポ
ー
ツ
の
消
費
が
行
わ
れ
た
と
は
言
い
が
た
く
、
文
学
に

お
い
て
も
素
材
と
し
て
の
温
度
差
が
生
じ
て
い
る
。
一
九
二
〇
年
代
半
ば

に
は
龍
山
に
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
が
開
設
さ
れ
た
ソ
ウ
ル
に
お
い
て
、
ス
ポ

ー
ツ
の
担
い
手
で
あ
っ
た
学
生
が
ス
ケ
ー
ト
を
題
材
と
し
た
俳
句
を
詠
む

よ
う
な
例
は
み
つ
か
る
。

ス
ケ
ー
ト
や
月
明
ら
け
き
氷
上
に

名
嘉
真
清
城

ス
ケ
ー
ト
や
強
か
転
び
立
ち
上
が
り

ス
ケ
ー
ト
の
よ
く
走
れ
る
を
眺
め
け
り

ス
ケ
ー
ト
や
四
温
日
和
の
昼
の
月

ス
ケ
ー
ト
や
両
手
広
げ
て
鳶
の
如

（
ケ
ヤ
キ
同
人
集
『
清
涼
』
三
号
、
京
城
帝
国
大
学
予
科
学
友
会
、
一
九
二
六
年

三
月
、
一
九
九
～
二
〇
〇
頁
）

し
か
し
な
が
ら
、
「
朝
鮮
」
で
は
小
説
の
題
材
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
が
中

心
と
な
っ
て
い
る
例
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
韓
国
で
の
滞
在
期
間

中
に
は
「
観
衆
は
半
分
も
整
頓
し
て
ゐ
た
。
朝
日
に
照
る
広
々
と
し
た
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
真
中
に
船
員
の
様
な
白
服
の
役
員
が
動
い
て
ゐ
た
。
／
直
線

に
走
つ
て
ゐ
る
幾
筋
も
の
白
線
が
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
健
康
な
肉
体
の
躍
動

を
待
つ
て
ゐ
た
。
」（
李
皓
根
「
不
安
な
く
な
る
」『
清
涼
』
九
号
、
一
九
三
〇
年
七
月
、

『
近
代
朝
鮮
文
学
日
本
語
作
品
集

創
作
篇
２
』
緑
陰
書
房
、
二
〇
〇
四
年
、
四
三
七
頁
）

と
い
っ
た
記
述
を
見
つ
け
た
だ
け
で
、
こ
の
場
合
も
具
体
的
に
ス
ポ
ー
ツ

競
技
の
場
面
が
描
か
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
後
、
一
九
三
七
年
に
は
長

編
小
説
で
卓
球
と
乗
馬
が
恋
愛
関
係
を
示
す
う
え
で
重
要
な
位
置
を
占
め

る
作
品
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
が

、
や
は
り
稀
な
存
在
だ
と
い
え
る
。

(6)

こ
れ
は
サ
ブ
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
小
説
」
が
定
着
し
た
日
本
の

場
合
と
は
顕
著
な
差
が
認
め
ら
れ
る
。（
小
説
以
外
で
は
、
先
ほ
ど
の
俳
句
の
例

の
ほ
か
に
、
沈
薫
「
野
球
」
『
朝
鮮
日
報
』
一
九
二
九
年
六
月
一
三
日
、
片
石
村
（
金
起

林
）
「
스
케
이
팅
（
ス
ケ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
」
『
新
東
亜
』
一
九
三
四
年
三
月
と
い
っ
た
詩
が

把
握
で
き
た
程
度
で
あ
る

）
。

(7)

で
は
、
当
時
「
朝
鮮
」
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し

て
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
。
李
光
洙
は
一
九
三
一
年
に
「
運
動
の
歌
」
を



発
表
し
て
い
る
が
（
春
園
「
운
동
의

노
래
」
『
東
亜
日
報
』
一
九
三
一
年
一
二
月
一

日
）
、
す
で
に
「
民
族
改
造
論
」（
一
九
二
二
年
）
に
お
い
て
「
運
動
」
の
重

要
性
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
「
娯
楽
」
や
「
消
費
」
の
対

象
で
は
な
く
、
「
民
族
」
の
「
改
良
」
に
必
要
な
手
段
と
し
て
「
ス
ポ
ー

ツ
」
が
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
史
研
究
に
お
い
て
は
、
学
校
教
育
に
お
け
る
体
育
の
目
的
が
「
競
技
」

と
い
う
よ
り
は
労
働
力
の
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
だ
っ
た
と
い
う
指
摘

も
あ
る
。
他
方
で
、
一
九
二
〇
年
代
に
入
る
と
女
学
校
に
お
い
て
体
操
、

テ
ニ
ス
、
そ
の
ほ
か
の
球
技
が
普
及
し
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
日
本
に

お
け
る
「
ス
ポ
ー
ツ
文
学
」
と
の
違
い
、
さ
ら
に
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の

違
い
に
つ
い
て
さ
ら
に
探
っ
て
み
る
意
義
は
あ
る
だ
ろ
う

。
(8)

ま
た
、
日
本
で
は
さ
ほ
ど
定
着
せ
ず
に
終
わ
っ
た
の
と
は
対
照
的
に
、

「
朝
鮮
」
に
お
い
て
交
流
し
た
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
「
映
画
小
説
」
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
映
画
の
上
映
を
め
ぐ
る
「
内
地
」
と
「
外
地
」

の
格
差
が
も
た
ら
し
た
副
産
物
だ
と
い
え
る
が
、
「
朝
鮮
」
に
お
い
て
は

映
画
の
内
容
を
活
字
で
伝
え
る
と
い
う
方
法
が
発
達
し
た
と
い
う

。
さ

(9)

ら
に
は
、
冒
頭
の
例
に
戻
る
な
ら
ば
、
「
二
度
七
年
に
わ
た
っ
て
留
学
し

て
日
本
語
も
達
者
で
あ
り
な
が
ら
、
日
本
滞
在
時
の
こ
と
は
ま
っ
た
く
と

い
っ
て
い
い
ほ
ど
書
き
残
」
さ
ず
、
「
作
品
目
録
に
は
日
本
語
で
書
か
れ

た
も
の
が
な
い
」（
青
柳
優
子
『
朝
鮮
文
学
の
知
性

金
起
林
』
前
掲
書
、
二
四
〇
頁
）

金
起
林
と
、
一
九
三
〇
年
代
半
ば
に
は
崔
承
喜
の
後
援
者
と
な
り
「
朝
鮮

ブ
ー
ム
」
の
火
付
け
役
の
ひ
と
り
と
も
な
っ
た
川
端
康
成
と
の
、
両
者
に

お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
観
の
違
い
は
、
類
似
性
よ
り
も
重
要
な
問
題
と
な
り

得
る
。
今
後
、
こ
う
し
た
点
を
掘
り
下
げ
て
ゆ
く
こ
と
が
新
た
な
課
題
と

な
っ
て
く
る
。

４
．
日
韓
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
研
究
の
可
能
性

前
節
ま
で
で
は
、
韓
国
の
研
究
動
向
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
日
本
と
「
朝

鮮
」
に
お
け
る
一
九
三
〇
年
前
後
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
同
時
性
や
差

異
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た
が
、
各
国
文
学
史
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
海
峡

を
ま
た
い
だ
地
域
と
し
て
東
ア
ジ
ア
を
と
ら
え
た
場
合
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文

学
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
議
論
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
な
の
か
考
え
て
み

た
い
。

あ
ら
た
め
て
「
東
ア
ジ
ア
的
同
時
性
」
と
い
う
視
座
か
ら
検
討
し
て
ゆ

こ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
代
に
日
本
か
ら
朝
鮮
半
島
へ
と
文
学
者
が

訪
問
、滞
在
し
て
い
た
点
を
お
さ
え
て
ゆ
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
総
督
府
や
帝
国
大
学
の
日
本
人
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
問
題
と
も
か
か
わ
る
が
、
た
と
え
ば
、
菊
池
寛
が
一
九
三
〇

年
九
月
に
ソ
ウ
ル
を
訪
問
し
て
い
る
よ
う
な
事
柄
、
文
学
史
上
は
そ
れ
ほ

ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
点
へ
の
注
目
を
意
味
す
る
。
飛
行
機
で
満
洲

へ
の
途
上
に
一
日
だ
け
立
ち
寄
っ
た
に
し
て
も
、
横
光
利
一
、
池
谷
信
三

郎
な
ど
蒼
々
た
る
メ
ン
バ
ー
が
揃
っ
て
モ
ダ
ニ
ス
ト
た
ち
が
直
接
姿
を
現

し
、
ま
た
彼
ら
が
集
団
で
「
外
地
」
を
体
験
し
た
と
い
う
事
実
は
考
慮
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
出
来
事
は
、
雑
誌
『
モ
ダ
ン
日
本
』
が
創
刊
さ
れ

た
後
、
馬
海
松
が
編
集
に
起
用
さ
れ
て
い
く
経
緯
な
ど
に
も
つ
な
が
る
問

題
で
あ
る

。
(10)

ま
た
、
詩
人
内
野
健
児
の
例
を
挙
げ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
彼
は
一
九
二



三
年
に
大
田
で
最
初
の
日
本
語
詩
集
を
刊
行
し
た
後
、
京
城
へ
移
り
、
京

城
帝
国
大
学
英
文
学
科
教
授
で
あ
っ
た
佐
藤
清
と
も
交
友
が
あ
っ
た
。
し

か
し
『
亜
細
亜
詩
脈
』
に
掲
載
さ
れ
た
弟
の
詩
に
よ
っ
て
発
禁
、
職
も
解

か
れ
、
東
京
へ
と
居
を
移
し
た
一
九
三
〇
年
に
詩
集
『
カ
チ
』
を
刊
行
し

て
い
る
。
そ
の
な
か
に
次
の
よ
う
な
詩
が
あ
る
。

温
突
よ

土
墻
よ

パ
カ
チ
よ

水
甕
よ
／
み
ん
な
別
れ
だ
よ

白

衣
の
人
々

李
君

金
君

朴
君

朱
君
／
名
も
な
い
街
頭
の
戦
士
・
乞
食
君

苦
役
の
浮
草
・
自
由
労
働
者
担
軍
／
さ
よ
な
ら

さ
よ
な
ら
／
さ
よ

な
ら

貧
し
い
俺
の
お
友
達

（
内
野
健
児
「
朝
鮮
よ
」『
カ
チ
』
特
製
本
、
宣
言
社
、
一
九
三
〇
年
四
月
、
大
江

満
雄
・
小
田
切
秀
雄
監
修
『
新
井
徹
の
全
仕
事
』
創
樹
社
、
一
九
八
三
年
、
八
七

頁
）

「
李
君

金
君

朴
君

朱
君
」
と
の
呼
び
か
け
は
、
前
年
一
九
二
九

年
に
発
表
さ
れ
た
中
野
重
治
の
詩
「
雨
の
品
川
駅
」
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

ま
た
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と
し
て
の
性
格
も
こ
の
詩
集
に
認
め
ら
れ
る

一
方
で
、
同
じ
詩
集
に
は
次
の
よ
う
な
詩
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
か
ふ
え
・
ふ
じ
の
初
夏
の
夜
は

ま
だ
ふ
け
や
ら
ね
ど
、
既
に
歓
楽
は
幕
を
開
け
た
！

か
ろ
や
か
な
舞
踏
曲
は
蓄
音
器
か
ら
流
れ

花
下
を
り
ず
み
か
る
に
踊
る
紅
毛
の
男
女
一
組

彼
女
の
卓
子
に
よ
り
碧
眼
の
視
線
を
投
げ
る
婦
人
も
同
じ
連
で
あ
ら

う（
内
野
健
児
「
大
連
の
夜
」『
カ
チ
』
前
掲
書
、
一
一
一
頁
）

引
用
し
た
詩
は
内
野
が
教
員
と
し
て
一
九
二
四
年
に
修
学
旅
行
の
引
率

を
し
た
大
連
に
つ
い
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
大
連
に
つ
い
て
詠
む
姿
勢

は
日
本
人
に
と
っ
て
欧
米
の
雰
囲
気
を
享
受
で
き
る
と
い
う
エ
キ
ゾ
テ
ィ

シ
ズ
ム
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
く
、
二
つ
の
詩
に
は
大
き
な
差
が
あ
る

よ
う
に
も
み
え
る
。
た
だ
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学

と
が
、
と
も
に
「
新
興
」
の
文
学
、
「
尖
端
」
「
前
衛
」
の
文
学
と
し
て
受

け
止
め
ら
れ
て
い
た
当
時
の
状
況
に
お
い
て
は
、
両
者
の
混
在
が
稀
有
な

も
の
だ
っ
た
と
は
言
い
が
た
い
。
む
し
ろ
、
内
野
が
大
連
を
眼
差
す
エ
キ

ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
視
線
を
、
内
野
の
「
朝
鮮
」
を
題
材
と
す
る
詩
を
読
む
日

本
人
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
詩
誌
『
亞
』
が
一
九
二
四
年
一

一
月
に
創
刊
さ
れ
、
内
野
が
の
ち
に
北
川
冬
彦
と
も
交
流
す
る
こ
と
を
考

慮
す
る
と
き
、
東
京
、
ソ
ウ
ル
、
大
連
と
越
境
し
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

学
／
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
接
点
が
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
は
非
常
に
興
味
深

い
。こ

う
し
た
例
の
ほ
か
に
、
人
の
移
動
が
テ
ク
ス
ト
の
移
動
へ
と
つ
な
が

る
ケ
ー
ス
も
あ
る

。
昭
和
初
期
の
流
行
作
家
で
あ
っ
た
谷
譲
次
は
一
九

(11)

二
八
年
に
シ
ベ
リ
ア
経
由
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
か
う
旅
の
途
上
、
ハ
ル
ビ

ン
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
の
様
子
を
「
ハ
ル
ビ
ン
―
不
思
議
が
不
思
議
で
な

い
町
。
／

O
H

・Y
E
S!H

A
R
B
IN

。
い
ろ
ん
な
別
称
で
呼
ば
れ
る
わ
け

だ
。
／
あ
ら
ゆ
る
人
種
と
美
し
い
罪
の
市
場
。
／
海
の
な
い
「
上
海
」
。
／



さ
う
し
て
、
極
東
の
巴
里
。
」（
谷
譲
次
「
踊
る
地
平
線
」『
中
央
公
論
』
一
九
二
八

年
一
〇
月
、
二
〇
七
頁
）
と
記
す
一
方
で
、
「
一
種
物
語
的
な
ひ
び
き
を
持
つ

都
会
の
名
は
、
私
た
ち
日
本
人
に
た
だ
ち
に
公
爵
伊
藤
の
死
を
連
想
さ
せ

る
」（
二
〇
五
頁
）
、
「
殺
し
た
人
殺
さ
れ
た
人
も
、
も
う
す
つ
か
り
話
し
が

つ
い
て
、
何
処
か
し
づ
か
な
と
こ
ろ
で
か
う
し
て
私
達
の
や
う
に
お
茶
を

喫
ん
で
い
る
」（
二
〇
七
頁
）
と
綴
っ
て
い
る
。

そ
の
彼
が
三
年
後
に
戯
曲
「
安
重
根
―
十
四
の
場
面
」（
『
中
央
公
論
』
一

九
三
一
年
四
月
）
を
発
表
し
、
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
に
陥
っ
た
安
重
根
の
姿
を
描

い
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
戯
曲
を
も
と
に
し
て
『
哈
爾
賓
駅
頭
の
銃
声
』

と
い
う
「
朝
鮮
語
」
の
戯
曲
が
京
城
の
三
中
堂
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い

る
。
作
者
は
李
泰
浩
と
な
っ
て
い
て
偽
名
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
三
中
堂

書
店
が
あ
っ
た
仁
寺
洞
の
古
書
店
街
に
名
を
連
ね
る
杏
林
書
林
の
経
営
者

が
や
は
り
李
泰
浩
と
同
名
で
あ
り
、
た
ん
な
る
偶
然
と
は
言
い
難
い
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
伊
藤
博
文
を
暗
殺
し
た
安
重
根
に
関
す
る
戯
曲
が
こ
の
時

期
に
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
刊
行
さ
れ
、
谷
譲
次
経
由
で
ハ
ル
ビ
ン
、
京
城

が
接
続
さ
れ
、
日
本
、
満
洲
、
朝
鮮
を
め
ぐ
り
な
が
ら
、
テ
ク
ス
ト
が
翻

案
さ
れ
て
ゆ
く
事
例
も
存
在
す
る
。

日
韓
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
比
較
す
る
う
え
で
、
中
国
（
ハ
ル
ビ
ン
、
上
海
）

と
い
う
場
を
め
ぐ
る
表
象
の
差
異
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
興
味
深
い

課
題
と
な
り
得
る
。
同
様
に
し
て
、
第
三
項
を
軸
に
比
較
検
討
を
行
う
場

合
、
ふ
た
た
び
欧
米
か
ら
の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
受
け
た
の
か
と
い
う
点

に
問
題
は
回
帰
し
て
く
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
大
衆
文
化
の
レ
ベ
ル
に
と
ど

ま
ら
ず
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
理
論
的
側
面
に
お
い
て
も
あ
て
は
ま
り
、

日
本
、
そ
し
て
「
朝
鮮
」
に
お
い
て
、
「
英
文
学
」
が
ど
の
よ
う
に
展
開

し
た
の
か
と
い
う
問
題
の
考
察
へ
と
つ
な
が
る
。
京
城
帝
国
大
学
予
科
の

同
人
誌
に
つ
い
て
は
す
で
に
言
及
し
た
が
、
京
城
帝
国
大
学
英
文
学
会
が

発
行
し
て
い
た
機
関
誌
『
京
城
帝
大
英
文
学
会
会
報
』（
参
考
編
二
）
な
ど

も
、
「
朝
鮮
」
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
展
開
を
考
察
す
る
う
え
で
重
要

な
資
料
だ
と
考
え
ら
れ
る

。
(12)

こ
の
よ
う
に
、
日
韓
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
研
究
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

次
元
で
追
及
す
べ
き
課
題
が
あ
る
し
、
ま
た
、
「
東
ア
ジ
ア
的
同
時
性
」

に
つ
い
て
考
え
る
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
、
個
人
と
し
て
も
、
共

同
研
究
と
い
う
レ
ベ
ル
で
も
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
「
東
ア
ジ
ア
的
同
時
性
」

と
い
う
視
座
に
お
い
て
地
道
に
調
査
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
し
、
議
論
の

場
が
広
ま
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

【
注
記
】

日
本
語
で
読
め
る
文
献
と
し
て
は
、
朴
泰
遠
著
・
牧
瀬
暁
子
訳
『
川
辺
の
風
景
』（
作

1
品
社
、
二
〇
〇
五
年
）
崔
真
碩
訳
『
李
箱
作
品
集
成
』
（
作
品
社
、
二
〇
〇
六
年
）
、

山
田
佳
子
訳
「
小
説
家
仇
甫
氏
の
一
日
」
『
朝
鮮
近
代
文
学
選
集
』
（
平
凡
社
、
二
〇

〇
六
年
）、
吉
川
凪
『
朝
鮮
最
初
の
モ
ダ
ニ
ス
ト

鄭
芝
溶

(

新
・
現
代
詩
人
論
叢
書)

』

（
土
曜
美
術
社
出
版
販
売

、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
が
あ
る
。

植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
二
重
言
語
創
作
に
関
す
る
日
本
側
の
研
究
と
し
て
は
、
佐
野

2
正
人
氏
の
論
考
、
「
京
城
帝
大
英
文
科
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
め
ぐ
っ
て
―

植
民
地
期
韓

国
文
学
に
お
け
る
「
英
文
学
」
と
二
重
言
語
創
作
」
（
『
国
際
文
化
研
究
科
論
集
』
一

六
号
、
二
〇
〇
八
年
）
、
「
李
箱
の
詩
、
李
箱
の
日
本
語

―
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
／

む
き
だ
し
に
さ
れ
た
日
本
語
」
（
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
六
七
号
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。



直
近
で
は
、
尹
大
石
「
京
城
帝
国
大
学
の
学
生
文
芸
と
在
朝
日
本
人
文
学
」（
『
跨
境

3

日
本
語
文
学
研
究
』vol.1

、
二
〇
一
四
年
六
月
、
二
四
九
～
二
六
〇
頁
）
の
論
考

が
あ
る
。

김
지
영
「

“
기
괴
”
에
서

“
괴
기
”
로
,

식
민
지

대
중
문
화
와

환
멸
의

모

4
더
니
티
」『
개
념
과

소
통
』

号
、2010.6.

（
キ
ム
・
ジ
ヨ
ン
『
「
奇
怪
」
か
ら
「
怪

5

奇
』
へ

植
民
地
大
衆
文
化
と
幻
滅
の
モ
ダ
ニ
テ
ィ
」
『
概
念
と
疎
通
』
五
号
、
二
〇

一
〇
年
六
月
）
を
参
照
。
ま
た
、
「
朝
鮮
」
に
お
い
て
も
「
エ
ロ
・
グ
ロ
」
「
猟
奇
趣

味
」
の
流
行
が
探
偵
小
説
と
の
接
点
を
も
っ
て
い
た
点
は
、
オ
・
ヘ
ジ
ン
『1930

年

代
韓
国
推
理
小
説
研
究
』
（
語
文
学
社
、
二
〇
〇
九
年
）
と
い
っ
た
著
書
を
は
じ
め
、

韓
国
研
究
者
の
間
で
も
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
さ
な
か
、
イ
・
ヒ
ョ
ン
ジ
ン
、

金
津
日
出
美
『
京
城
の
日
本
語
探
偵
作
品
集
』
（
学
古
房
、
二
〇
一
四
年
）
が
刊
行
さ

れ
た
。
ま
た
、
「
朝
鮮
」
に
お
け
る
「
エ
ロ
・
グ
ロ
・
ナ
ン
セ
ン
ス
」
全
般
に
関
す
る

研
究
も
進
ん
で
い
て
、
ソ
・
レ
ソ
プ
『
エ
ロ
・
グ
ロ
・
ナ
ン
セ
ン
ス
』
（
サ
ル
リ
ム
、

二
〇
〇
五
年
）
の
著
書
や
、
채
석
진
「
제
국
의

감
각

에
로

그
로

넌
센
스
」『
페
미

니
즘

연
구
』
제

호
、

2005.10.

（
チ
ェ
・
ソ
ク
ジ
ン
「
帝
国
の
感
覚

エ
ロ
・
グ

5

ロ
・
ナ
ン
セ
ン
ス
」
『
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
研
究
』
第
五
号
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
）
を
は

じ
め
、
「
エ
ロ
」
「
グ
ロ
」「
ナ
ン
セ
ン
ス
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
も
論
文
が
さ
か
ん

に
執
筆
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

波
潟
「
雑
誌
『
ア
サ
ヒ
・
ス
ポ
ー
ツ
の
小
説
欄
』（
上
）（
下
）（『
九
大
日
文
』
一
一
・

5
一
二
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
・
一
〇
月
）
、
「<

未
知
／
既
知>

の
ア
フ
リ
カ
―
新
興
芸

術
派
と
阿
部
知
二
」
（
『
文
学
研
究
論
集
』
二
七
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
や
、
疋
田

雅
昭
・
日
高
佳
紀
・
日
比
嘉
高
編
著
『
ス
ポ
ー
ツ
す
る
文
学
―
一
九
二
〇
‐
三
〇
年

代
の
文
化
詩
学
』（
青
弓
社
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。

박
선
희
「
『
찔
레
꽃
』
에

나
타
난

스
포
츠
와

연
애
」『
우
리
말
글
』

、2013.12.

6

59

（
パ
ク
・
ソ
ニ
「
『
の
ば
ら
の
花
』
に
み
る
ス
ポ
ー
ツ
と
恋
愛
」
『
ウ
リ
マ
ル
グ
ル
』

五
九
号
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）
を
参
照
。

詩
「
ス
ケ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
に
つ
い
て
は
、
김
예
리
《
이
미
지
의

정
치
학
과

모
더
니

7
즘

김
기
림
의

예
술
론
》
소
명
출
판
、2013.

（
キ
ム
・
イ
ェ
リ
『
イ
メ
ー
ジ
の
政
治

学
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム

金
起
林
の
芸
術
論
』
ソ
ミ
ョ
ン
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
に
お
い

て
、
氷
上
で
直
線
、
曲
線
が
交
錯
し
、
緩
急
を
つ
け
て
描
き
出
さ
れ
る
ス
ケ
ー
ト
の

動
き
が
、
秩
序
正
し
く
進
む
時
計
に
代
表
さ
れ
る
「
現
実
」
の
「
速
度
」
を
解
体
し

て
い
く
と
の
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
（
八
七
頁
）。

西
尾
達
雄
『
日
本
植
民
地
下
朝
鮮
に
お
け
る
学
校
体
育
政
策
』
（
明
石
書
店
、
二
〇

8
〇
三
年
）
、
同
「
植
民
地
ス
ポ
ー
ツ
史
研
究
で
今
求
め
ら
れ
て
い
る
課
題
と
は
―
「
植

民
地
近
代
化
論
」
と
の
関
わ
り
で
」（『
植
民
地
教
育
史
研
究
年
』
八
、
二
〇
〇
六
年
）
、

김
경
일
「1920-1930

년
대

신
여
성
의

신
체
와

근
대
성
」『
정
신
문
화
연
구
』2001

、

가
을
호

(

キ
ム
・
キ
ョ
ン
イ
ル
「
一
九
二
〇
―
一
九
三
〇
年
代
新
女
性
の
身
体
と
近

代
性
」『
精
神
文
化
研
究
』
二
〇
〇
一
年
秋
号)

な
ど
を
参
照
し
た
。

今
年
に
入
っ
て
、
チ
ョ
ン
・
ウ
ヒ
ョ
ン
『
植
民
地
朝
鮮
の
映
画
小
説
』
（
ソ
ミ
ョ
ン

9
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

川
村
湊
「
馬
海
松
と
『
モ
ダ
ン
日
本
』」
（
池
田
浩
士
編
『
文
学
史
を
読
み
か
え
る
２

10

「
大
衆
」
の
登
場
』
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）
な
ど
を
参
照
。

以
下
の
谷
譲
次
を
め
ぐ
る
例
に
つ
い
て
は
、
波
潟
「
記
憶
／
歴
史
／
翻
訳
―
ハ
ル
ビ

11
ン
を
め
ぐ
る
物
語
」
（
西
原
和
海
・
川
俣
優
編
著
『
満
洲
国
の
文
化
―
中
国
東
北
の
ひ

と
つ
の
時
代
』
せ
ら
び
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
な
お
、
そ

の
際
は
、
「
杏
林
書
院
」
の
「
李
泰
浩
」
に
つ
い
て
は
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
。
沖
田

信
悦
『
植
民
地
時
代
の
古
本
屋
た
ち
』（
寿
郎
社
、
二
〇
〇
七
年
）
で
作
成
さ
れ
た
京

城
府
の
古
書
店
一
覧
（
六
九
頁
）
を
通
し
て
知
っ
た
事
実
を
元
に
推
測
し
た
。



佐
野
正
人
「
佐
藤
清
・
植
民
地
的
な
主
体
と
し
て

―
植
民
地
・
京
城
帝
大
・
英
文

12
学

―
」
（
筑
波
大
学
文
化
批
評
研
究
会
編
『<

翻
訳>

の
圏
域

―
文
化
・
植
民
地
・

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

―
』
二
〇
〇
四
年
）、
前
掲
「
京
城
帝
大
英
文
科
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
め
ぐ
っ
て
―
植
民
地
期
韓
国
文
学
に
お
け
る
「
英
文
学
」
と
二
重
言
語
創
作
」

な
ど
で
、
す
で
に
「
朝
鮮
」
に
お
け
る
英
文
学
の
受
容
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

韓
国
に
お
い
て
も
김
윤
식
《
최
재
서
의

『
국
민
문
학
』
과

사
토

기
요
시

교
수
》

도
서
출
판

연
락
（
キ
ム
・
ユ
ン
シ
ク
『
崔
掲
瑞
の
『
国
民
文
学
』
と
佐
藤
清
教
授
』

図
書
出
版
ヨ
ル
ラ
ク
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学

の
受
容
に
つ
い
て
は
金
牡
蘭
の
研
究
（「
「
我
々
」
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
劇
―
一
九
二
〇
・

三
〇
年
代
朝
鮮
と
日
本
に
お
け
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
劇
の<

移
動>

」、
筑
波
大
学
文
化
批

評
研
究
会
編
『<

翻
訳>

の
圏
域
』
二
〇
〇
六
年
な
ど
）
が
あ
り
、
鈴
木
暁
世
『
越
境

す
る
想
像
力

日
本
近
代
文
学
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四

年
）
と
と
も
に
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
今
後
の
参
考
の
た
め
に
、
巻
末
に
『
京
城
帝

国
大
学
英
文
文
会
会
報
』
の
目
次
を
列
挙
し
た
。
撮
影
さ
れ
た
誌
面
が
東
京
経
済
大

学
の
レ
ポ
ジ
ト
リ
を
通
し
て
閲
覧
で
き
る
。

（
参
考
編
一
）「
韓
国
に
お
け
る
モ
ダ
ン
文
化
研
究
」
主
要
文
献
（
単
行
本
お
よ
び
図
録
）

●
김
진
송
《
서
울
에

딴
스
홀
을

許
하
라
》
현
실
문
화
연
구
、1999

金
振
松
『
ソ
ウ
ル
に
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
』
（
川
村
湊
監
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇

五
年
、
原
著
一
九
九
九
年
）

●
권
보
드
래
《
연
애
의

시
대
》
현
실
문
화
연
구
、2003

（
ク
ォ
ン
・
ボ
ド
ゥ
レ
『
恋
愛
の
時
代
』
現
実
文
化
研
究
、
二
〇
〇
三
年
）

●
서
울
역
사
박
물
관
《
근
대
대
중
예
술

소
리
와

영
상
》
서
울
역
사
박
물
관
、2003

（
ソ
ウ
ル
歴
史
博
物
館
『
近
代
大
衆
芸
術

音
と
映
像
』
ソ
ウ
ル
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇

三
年
）

●
신
명
직
《
모
던
뽀
이,

京
城
을

거
닐
다
》
현
실
문
화
연
구
、2003

申
明
直
『
幻
想
と
絶
望
』
（
岸
井
紀
子
・
古
田
富
建
訳
、
東
洋
経
済
、
二
〇
〇
五
年
、
原

著
二
〇
〇
三
年
）

●
천
정
환
《
근
대
의

책
읽
기
》
푸
른
역
사
、2003

（
チ
ョ
ン
・
ジ
ョ
ン
フ
ァ
ン
『
近
代
の
読
書
』
プ
ル
ン
ヨ
ク
サ
、
二
〇
〇
三
年
）

●
김
경
일
《
여
성
의

근
대,

근
대
의

여
성
》
푸
른
역
사
、2004

（
キ
ム
・
キ
ョ
ン
イ
ル
『
女
性
の
近
代
、
近
代
の
女
性
』
プ
ル
ン
ヨ
ク
サ
、
二
〇
〇
四
年
）

●
노
형
석
《
모
던
의

유
혹

모
던
의

눈
물
》
생
각
의
나
무
、2004

（
ノ
・
ヒ
ョ
ン
ソ
ク
『
モ
ダ
ン
の
誘
惑

モ
ダ
ン
の
涙
』
セ
ン
ガ
ゲ
ナ
ム
、
二
〇
〇
四
年
）

●
부
산
근
대
역
사
관
《
광
고

그
리
고

일
상
》
부
산
근
대
역
사
관
、2004

（
釜
山
近
代
歴
史
館
『
広
告
そ
し
て
日
常
』
釜
山
近
代
歴
史
館
、
二
〇
〇
四
年
）

●
연
세
대
학
교

국
학
연
구
원
《
일
제
의

식
민
지
지
배
와

일
상
생
활
》
혜
안
、2004

（
延
世
大
学
国
学
研
究
院
『
日
帝
の
植
民
地
支
配
と
日
常
生
活
』
ヘ
ア
ン
、
二
〇
〇
四
年
）

●
소
래
섭
《
에
로

그
로

넌
센
스
》
살
림
、2005

（
ソ
・
レ
ソ
プ
『
エ
ロ
・
グ
ロ
・
ナ
ン
セ
ン
ス
』
サ
ル
リ
ム
、
二
〇
〇
五
年
）

●
연
구
공
간
수
유
+
너
머
근
대
매
체
연
구
팀
《
新
女
性

매
체
로

본

여
성

풍
속
사
》
한

겨
레
신
문
사
、2005

（
研
究
空
間
ス
ユ
＋
ノ
モ
『
新
女
性
メ
デ
ィ
ア
に
み
る
女
性
風
俗
史
』
ハ
ン
ギ
ョ
レ
新
聞

社
、
二
〇
〇
五
年
）

●
조
이
담
／
박
태
원
《
구
보
씨
와

더
불
어

경
성
을

가
다
》
바
람
구
두
、2005

（
チ
ョ
・
イ
ダ
ム
／
パ
ク
・
テ
ウ
ォ
ン
『
仇
甫
氏
と
一
緒
に
京
城
を
行
く
』
パ
ラ
ム
グ
ド

ゥ
、
二
〇
〇
五
年
）



●
공
제
옥
／
정
근
식
《
식
민
지
의

일
상

지
배
와

균
열
》
문
화
과
학
사
、2006

（
コ
ン
・
ジ
ェ
オ
ク
／
チ
ョ
ン
・
グ
ン
シ
ク
『
植
民
地
の
日
常

支
配
と
亀
裂
』
文
化
科

学
社
、
二
〇
〇
六
年
）

●
신
기
옥
／
마
이
클

로
빈
슨

공

엮
음
、
도
면
회

옮
김
《
한
국
의

식
민
지

근
대
성
》

삼
인
、2006

(G
i-W
ook

Shin
and

M
ichael

R
obinson,

E
ds.

C
olonial

M
odernity

in
K
orea.

H
arvard

U
niversity

Press,1999.
の
韓
国
語
版)

●
강
영
심
외
《
일
제

시
기

근
대
적

일
상
과

식
민
지

문
화
》
이
화
여
자
대
학
교
출
판

부
、2008

（
カ
ン
・
ヨ
ン
シ
ム
他
『
日
帝
時
期
の
近
代
的
日
常
と
植
民
地
文
化
』
梨
花
女
子
大
学
出

版
部
、
二
〇
〇
八
年
）

●
단
국
대
학
교

동
양
학
연
구
소
《
모
던
라
이
프

언
파
레
드
2,30

년
대

일
상
문
화
》
민

속
원
、2008

（
檀
国
大
学
東
洋
学
研
究
所
『
モ
ダ
ン
ラ
イ
フ
・
オ
ン
パ
レ
ー
ド

2,30

年
代
日
常
文
化
』

民
俗
院
、
二
〇
〇
八
年
）

●
단
국
대
학
교

동
양
학
연
구
소
《
근
대

한
국
의

일
상
생
활
과

미
디
어
》
민
속
원
、2008

（
檀
国
大
学
東
洋
学
研
究
所
『
近
代
韓
国
の
日
常
生
活
と
メ
デ
イ
ア
』
民
俗
院
、
二
〇
〇

八
年
）

●
박
상
하
《
경
성
상
계
》
생
각
의
나
무
、2008

（
パ
ク
・
サ
ン
ハ
『
京
城
商
界
』
セ
ン
ガ
ゲ
ナ
ム
、
二
〇
〇
八
年
）

●
김
백
영
《
지
배
와

공
간

식
민
지
도
시

경
성
과

제
국

일
본
》
문
학
과
지
성
사
、2009

（
キ
ム
・
ベ
キ
ョ
ン
『
支
配
と
空
間

植
民
地
都
市
京
城
と
帝
国
日
本
』
文
学
と
知
性
社
、

二
〇
〇
九
年
）

●
김
수
진
《
신
여
성,

근
대
의

과
잉
》
소
명
출
판
、2009

（
キ
ム
・
ス
ジ
ン
『
新
女
性
、
近
代
の
過
剰
』
ソ
ミ
ョ
ン
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）

●
오
해
진
《1930

년
대

한
국

추
리
소
설

연
구
》
어
문
학
、2009

（
オ
・
ヘ
ジ
ン
『
一
九
三
〇
年
代
韓
国
推
理
小
説
研
究
』
語
文
学
社
、
二
〇
〇
九
年
）

●
최
병
택
／
예
지
숙
《
경
성
리
포
트
》
시
공
사
、2009

（
チ
ェ
・
ビ
ョ
ン
テ
ク
／
イ
ェ
・
ジ
ス
ク
『
京
城
リ
ポ
ー
ト
』
シ
ゴ
ン
社
、
二
〇
〇
九
年
）

●
김
남
석
《1930

년
대

조
선
의

대
중
극
단
들
》
푸
른
사
상
、2010

（
キ
ム
・
ナ
ム
ソ
ク
『
一
九
三
〇
年
代
朝
鮮
の
大
衆
劇
団
』
プ
ル
ン
サ
サ
ン
、
二
〇
一
〇

年
）

●
천
정
환
《
조
선
의

사
나
이
거
든

풋
뽈
을

차
라
》
푸
른
역
사
、2010

（
チ
ョ
ン
・
ジ
ョ
ン
フ
ァ
ン
『
朝
鮮
の
男
子
な
ら
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
蹴
れ
』
プ
ル
ン
ヨ

ク
サ
、
二
〇
一
〇
年
）

●
천
정
환
／
이
경
돈
／
손
유
경
／
박
숙
자
편
저《
식
민
지

근
대
의

뜨
거
운

만
화
경
『
삼

천
리
』
와

1930

년
대

문
화
정
치
》
성
균
관
대
학
교
출
판
부
、2010

（
チ
ョ
ン
・
ジ
ョ
ン
フ
ァ
ン
／
イ
・
ギ
ョ
ン
ド
ン
／
ソ
ン
・
ユ
ギ
ョ
ン
／
パ
ク
・
ス
ク
チ

ャ
編
著
『
植
民
地
近
代
の
熱
い
万
華
鏡

『
三
千
里
』
と
一
九
三
〇
年
代
文
化
政
治
』
成

均
館
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
〇
年
）

●
검
열
연
구
회
《
식
민
지

검
열,

제
도

텍
스
트

실
천
》
소
명
출
판
、2011

（
検
閲
研
究
会
『
植
民
地
検
閲

制
度
、
テ
ク
ス
ト
、
実
践
』
ミ
ョ
ン
出
版
、
二
〇
一
一

年
）

●
청
계
천
문
화
관
《
경
성

1930

이
방
인
의

순
간
포
착
》
청
계
천
문
화
관
、2011

（
清
渓
川
文
化
館
『
京
城

1930

異
邦
人
の
と
ら
え
た
瞬
間
』
清
渓
川
文
化
館
、
二
〇

一
一
年
）

●
소
래
섭
《
불
온
한

경
성
은

명
랑
하
라
》
웅
진
지
식
하
우
스
、2011

（
ソ
・
レ
ソ
プ
『
不
穏
な
京
城
は
明
朗
で
あ
れ
』
ウ
ン
ジ
ン
チ
シ
ク
ハ
ウ
ス
、
二
〇
一
一



年
）

●
장
유
정
《
근
대

대
중
가
요
의

매
체
와

문
화
》
소
명
출
판
、2012

（
チ
ャ
ン
・
ユ
ジ
ョ
ン
『
近
代
大
衆
歌
謡
の
メ
デ
ィ
ア
と
文
化
』
ソ
ミ
ョ
ン
出
版
、
二
〇

一
二
年
）

●
서
지
영
《
경
성
의

모
던
걸

:

소
비
・
노
동
・
젠
더
로

본

식
민
지

근
대
》
여
이
연
、

2013

（
ソ
・
ジ
ヨ
ン
『
京
城
の
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル

消
費
・
労
働
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
み
る
植
民
地

近
代
』
ヨ
イ
ヨ
ン
、
二
〇
一
三
年
）

●
전
우
형
《
식
민
지

조
선
의

영
화
소
설
》
소
명
출
판
、2014

（
チ
ョ
ン
・
ウ
ヒ
ョ
ン
『
植
民
地
朝
鮮
の
映
画
小
説
』
ソ
ミ
ョ
ン
出
版
、
二
〇
一
四
年
）

●
박
윤
석
《
경
성

모
던
타
임
스

:
1920,

조
선
의

거
리
를

걷
다
》
문
학
동
네
、2014

（
パ
ク
・
ユ
ン
ソ
ク
『
京
城
モ
ダ
ン
タ
イ
ム
ス

一
九
二
〇

朝
鮮
の
通
り
を
歩
く
』
ム

ン
ハ
ク
ト
ン
ネ
、
二
〇
一
四
年
）

（
参
考
編
二
）『
京
城
帝
大
英
文
学
会
会
報
』（
韓
国
で
は
ソ
ウ
ル
大
学
校
中
央
図
書
館
が

現
物
を
所
蔵
し
て
い
る
。
日
本
で
は
、
東
京
経
済
大
学
学
術
機
関
レ
ポ
ジ
ト
リ
「
桜
井
義

之
文
庫
」http://repository.tku.ac.jp/dspace/handle/11150/2907

か
ら
閲
覧
可
能
。）

●
第
一
号
（
昭
和
四
年
一
二
月
二
五
日
発
行
）

目
次

（
著
者
名
）

（
頁
数
）

Jane
A
usten

の
ク
リ
ム
プ
ス

寺
井
邦
男

二

ス
テ
イ
ー
ヴ
ン
ス
の
祈
祷
書

寺
本
喜
一

六

お
化
け

崔
載
瑞

七

最
初
の
月
給

李
鐘
洙

八

雑
感

増
田
功

八

教
員
感
想

蔡
官
錫

九

研
究
室
の
事
ど
も

林
原
生

一
〇

M
r.B
lunden

か
ら
佐
藤
教
授
へ

一
〇

学
内
動
静
及
研
究
室
の
な
か

一
一

会
員
名
簿

一
三

●
第
二
号
（
昭
和
五
年
六
月
五
日
発
行
）

「
テ
ス
」
に
現
は
れ
た
自
然
に
就
い
て

岩
山
勝

二

Q
uaintness

と"V
ivid

O
bscurity"

寺
本
喜
一

七

J.A
usten

の
自
然
描
写
に
就
い
て

諸
留
寛

一
〇

J.G
alsw

orthy

の"T
he
Fugitive"

森
永
龍
之
弻

一
二

凡
人
の
生
活

金
龍
煥

一
三

E
T
C
etera

大
口
義
夫

一
五

A
L
etter

from
M
r.
B
lunden

一
五

英
文
学
会
例
会
記
録

一
六

昭
和
五
年
度
講
義
題
目

一
七

昭
和
四
年
度
卒
業
論
文
題
目

一
七

個
人
消
息

一
七

新
入
会
員

一
七

編
集
後
記

一
七

●
第
三
号
（
昭
和
五
年
一
一
月
一
〇
日
発
行
）

表
紙:W

.
H
azlitt.

一



T
he
E
nglish

L
anguage

in
the
Far

E
ast

L
ivesey

H
aw
orth

二

Shelley
のR

em
iniscences

崔
載
瑞

四

Individualist
と
し
て
のW

hitm
an

玄
永
男

六

K
.
M
ansfield

の
作
品
に
つ
い
て

諸
留
寛

八

J.
G
alsw

orthy

の"T
he
Silver

B
ox"

森
永
龍
之
弻

九

N
ature

L
yric

小
考

杉
本
長
夫

一
一

H
ood

と

L
am
b

寺
本
喜
一

一
二

B
ook

R
eview

一
四

学
内
動
静

一
五

会
員
消
息

一
六

雑
録

一
六

編
集
後
記

一
六

●
第
四
号
（
昭
和
六
年
三
月
五
日
発
行
）

表
紙:Spenser's

"T
he
Shepherd's

C
alendar"

一
Y
outh

and
the
C
lassics.

R
.
H
.
B
lyth

二

B
acon

の

E
ssays

に
就
い
て

山
本
智
道

四

"B
irds,

B
easts

and
Flow

ers"

覚
書

寺
本
喜
一

六

R
acine

の
観
た

M
ilton

西
川
融

一
〇

新
刊
紹
介

一
一

学
内
動
静

一
一

昭
和
五
年
度
卒
業
論
文
題
目

一
二

昭
和
六
年
度
講
義
題
目

一
二

新
着
図
書

一
二

会
員
消
息

一
四

受
贈
雑
誌

一
四

編
集
後
記

一
四

●
第
五
号
（
昭
和
六
年
六
月
二
〇
日
発
行
）

表
紙:W

illiam
M
orris's

S
tained

G
lass

一

Irving
in
Shakespeare

藤
井
秋
夫

二

詩
の
限
界

崔
載
瑞

三

M
ilton

の

sim
ile

西
川
融

六

H
erford

の

W
ordsw

orth
S
.S
.Z
.

七

T
enyson

の

In
M
em
orian

梶
原
俊

九

新
刊
紹
介

一
〇

新
着
図
書
（
Ⅱ
）

一
〇

学
内
動
静

一
二

会
員
消
息
と
通
信

一
三

編
集
後
記

一
三

●
第
六
号
（
昭
和
六
年
一
一
月
二
〇
日
発
行
）

表
紙:Frontispiece

of
The

Song
of
Love

by
W
.
H
.
D
avies

一

C
olloquial

E
nglish

中
島
文
雄

二

A
rthur

Sym
ons

趙
容
萬

五

ハ
ー
ド
の
「
騎
士
伝
奇
論
」

崔
載
瑞

七

G
ranville-B

arker

の
近
著

舟
津
重
輝

一
〇

新
著
紹
介
―
佐
藤
教
授
の
新
著

一
二



新
着
図
書
Ⅲ

一
三

学
内
動
静

一
四

N
otes

一
五

会
員
消
息

一
五

会
員
名
簿

一
六

編
集
後
記

一
六

●
第
七
号
（
昭
和
七
年
三
月
一
〇
日
発
行
）

表
紙:From

the
C
aedm

on
P
oem

s

一

J.
B
.
Priestley

の
こ
と

寺
井
邦
男

二

A
ldous

H
uxley

の
詩
集

寺
本
喜
一

六

Prom
etheus

雑
考

府
中
敞

一
〇

C
ranford

に
つ
い
て

諸
留
寛

一
一

新
刊
紹
介

B
eddoes

―
現
実
主
義
―

C
oleridge

―
現
代
英
米
文
学

一
三

新
着
図
書
Ⅳ

一
四

昭
和
六
年
度
卒
業
論
文
題
目

一
六

昭
和
七
年
度
講
義
題
目

一
六

学
内
動
静

一
六

受
贈
図
書

一
六

会
員
消
息

一
七

編
集
後
記

一
七

●
第
八
号
（
昭
和
七
年
六
月
一
〇
日
発
行
）

表
紙:From

C
axton's

M
irror

of
the
W
orld

一

J.
B
.
Priestley

の
こ
と

寺
井
邦
男

二

C
olloquial

E
nglish

（
２
）

中
島
文
雄

五

Francis
T
hom

pson

の
自
然
詩

杉
本
長
夫

六

W
uthering

H
eights

雑
感

勢
一
顕

九

新
刊
紹
介

ゲ
ー
テ
研
究
―
文
学
研
究
（
第
一
輯
）
―
邦
訳
「
ユ
リ
シ
ー
ズ
」

一
一

新
着
図
書

一
一

学
内
消
息

一
二

受
贈
図
書

一
五

会
員
動
静

一
五

編
集
後
記

一
五

●
第
九
号
（
昭
和
七
年
一
二
月
一
〇
日
発
行
）

表
紙:T

ilte-page
to
the
1st
edition

of
R
obinson

C
rusoe.

独
逸
に
於
け
る
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
物
語

田
中
梅
吉

二

O
'N
eil

の
一
考
察

船
津
重
輝

六

O
'N
eil:

M
ourning

B
ecom

es
E
lectra

に
就
て

戒
能
通
忠

一
〇

随
感
漫
録

西
川
融

一
三

新
刊
紹
介

杉
本
・
西
川

一
四

新
着
図
書

一
五

学
内
消
息

一
七

受
贈
図
書

一
七

会
員
動
静

一
八



編
集
後
記

一
八

●
第
一
〇
号
（
昭
和
八
年
三
月
一
〇
日
発
行
）

表
紙:M

r.
Shaw

w
restles

w
ith
tem
ptation

A
dison

の
想
像
論

崔
載
瑞

二

批
評

寺
本
喜
一

六

C
onrad.

A
iken

論
考

杉
本
長
夫

一
〇

新
刊
紹
介

K
.T
.

一
三

卒
業
論
文
題
目

一
四

昭
和
八
年
度
講
義
題
目

一
四

学
内
消
息

一
四

新
購
入
図
書

一
五

受
贈
図
書

一
五

会
員
動
静

一
五

編
集
後
記

一
五

●
第
一
一
号
（
昭
和
八
年
六
月
一
日
発
行
）

巻
頭
言

一

英
国
の
唱
歌

中
島
文
雄

二

Shelley

と
理
想
美

府
中
敞

六

Sheridan

の

com
edies

に
つ
い
て

小
山
政
憲

一
一

M
oral

R
ealist

と
し
て
のG

eorge
E
liot.

洪
鳳
珍

一
三

E
lton

の
研
究
方
法
に
就
て

S
igm
a

一
五

B
yron

の
手
紙

西
川
融

一
六

文
学
の
保
全

崔
載
瑞

一
九

新
刊
紹
介

二
一

学
内
消
息

二
一

受
贈
図
書

二
二

会
員
動
静

二
三

編
集
後
記

二
三

●
第
一
二
号
（
昭
和
八
年
一
一
月
一
〇
日
発
行
）

表
紙:From

C
.
M
iddleton's

translation
of
E
verard

D
igby's

D
e
A
rts
N
atandi,1595.

エ
ス
ペ
ル
ゼ
ン
の
新
文
法
書

崔
載
瑞

二

詩
に
於
け
るIm

agery

の
意
義

杉
本
長
夫

九

L
aw
rence

の
最
後
の
詩
集

寺
本
喜
一

一
四

新
刊
紹
介

Sigm
a

一
六

学
内
消
息

一
六

受
贈
図
書

一
七

会
員
動
静

一
七

編
集
後
記

一
七

●
第
一
三
号
（
昭
和
九
年
三
月
一
日
発
行
）

表
紙
絵

From
C
oleridge's

T
he
A
ncient

M
ariner

英
国
の
唱
歌
（
承
前
）

中
島
文
雄

二

ウ
イ
ン
ダ
ム
・
ル
イ
ス
論

崔
載
瑞

六

L
am
b

の
エ
ッ
セ
イ

西
川
融

一
二



新
刊
紹
介

T
.S
.

一
五

学
内
消
息

一
五

卒
業
生
論
文
題
目

一
五

会
員
動
静

一
六

会
員
名
簿

一
六

受
贈
調
書

一
六

編
集
後
記

一
七

●
第
一
四
号
（
昭
和
九
年
五
月
五
日
発
行
）

表
紙
口
絵

D
ickens

and
D
israeil

一

デ
イ
キ
ン
ズ
を
如
何
に
見
る
（
１
）

寺
井
邦
男

二

「
瞥
光
」
に
就
い
て

岩
山
勝

八

The
N
eedle-W

atcher

諸
留
寛

一
三

E
nglish

Idiom
s

西
川
融

一
八

Q
U
A
R
E
IM
PE
D
IT

大
口
義
夫

二
二

欽
定
聖
書
訳
に
現
は
れ
た
る'do'

の
用
法
に
就
い
て

金
業

二
三

新
刊
紹
介

二
六

英
語
教
授
に
就
い
て

梶
原
俊

二
七

小
河
君
の
思
出

諸
橋
哲
夫

二
八

昭
和
九
年
講
義
題
目

二
八

学
内
動
静
及
会
員
消
息

二
九

編
集
後
記

二
九

●
第
一
五
号
（
昭
和
九
年
七
月
五
日
発
行
）

表
紙
口
絵

"T
he
Im
portance

of
B
eing

E
arnest"

の
舞
台
面

G
reat-G

reat-G
randm

other's
W
edding

D
ress

P
.L
.
H
aw
orth

二

シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
現
代
訳

F.N
.

五

W
ordsw

orth

の

"T
he
Im
m
ortal

O
de"

金
海
均

六

W
ebster

の

"T
he
W
hite

D
evil"

船
津
重
輝

九

"K
ing

L
ear"

の
価
値

金
尹
錫

一
一

蠧
魚
の
あ
と

一
三

"W
inner

T
ake

N
othing"

李
晧
根

一
三

雑
録

一
六

＊
本
稿
は

JS
P
S

科
研
費
（26370430

）
の
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま

た
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
公
益
財
団
法
人
日
韓
文
化
交
流
基
金
に
よ
る
訪
韓
フ
ェ
ロ
ー
シ

ッ
プ
の
報
告
書
で
あ
る
「
一
九
三
〇
年
代
の
東
ア
ジ
ア
地
域
間
に
お
け
る
文
化
の
交
渉
と

翻
訳
―
モ
ダ
ン
都
市
東
京
・
ソ
ウ
ル
と
文
芸
―
」（
『
訪
韓
学
術
研
究
者
論
文
集
』
第
一
三

巻
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
中
の
全
五
節
の
う
ち
、
一
～
四
節
を
元
に
し
て
、
あ
ら
た
に
書

き
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
院
准
教
授
）
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